
 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その① 

 

2023/3/10 №82 

【申し入れ内容】 

1.休日出勤を前提とした勤務作成・指定が行われて

いる実態の改善を図ること。また、業務の繁閑に応じ

た１日当たりの出面数に適応した要員数を明らかに

すること。 

・会社の問題意識はどうなのか。 

・認識食い違っている。慢性的だ。立川車掌区は通

年。現場は一時的ではない認識。全体的に休日出勤

前提の勤務体系だ。厳しい状況だ。養成だけで切り縮

める問題ではない。施策の歪みだ。見合った要員をお

くべき認識は？ 

・エルダー社員の活用は重要だ。即戦力がいるのに退

職だけをまっている。活用はできると思う。考えは？ 

・協力するが先が見えない。ジョブ異動など転勤だ。 

協力しないことではない。多くの意見である。解消の

見立てがされない。解消の努力が一番大事。現場は

不満があふれている。現実だ。経営の根幹から見ない

とだめだ、根幹を問いたい。 

 

 

2.前年の各区所波動実績・波動要員を明らかにし、波

動要員の見直しについて具体的な考え方と今後の運

用について明らかにすること。 

・立川運転区波動がついてない。具体的な考えはない

理由は？ 

・来年の臨は減る見立てでいいのか？ 

【回答】 

業務の運営に必要な要員は確保していく。 

・休日発生していること把握している。新規養成のタ

イミング一時的に厳しいが養成は必要だ。要員需給は

１年間の年度またいで相互的に考えている。 

要員需給が厳しい一時的な部分は認識している。 

・必要な要員は確保する。施策も認識している。若い

方の退職で予期せぬマイナス。読めない。社員へのフ

ォローで退職率減らす。 

・エルダーは一つの考え方。グループ会社から抜くの

も大変。今の年数でやって頂きたい。昭和採用～平成

３年採まで期間があいてしまう。社会人採用もいな

い。今の状態で運営していくかまだまだ課題だ。 

・問題意識は認識している。それぞれの箇所での確保

している回答しかない。休日出勤があった乗務してい

るとき。内容は受け止めた。維持していくことが大

事。採用しても辞める。どのように止めて魅力ある会

社にしていくか。どうリクルートしていくか課題だ。問

題意識は会社として持っている。→認識一致 

 

臨時列車の実績等を踏まえ、業務の運営に必要な要

員は確保していく。 

・波動要員の基本は１年の実績、必要な要員確保。波

動は見直していない。今後の施策であって必要な臨

時設定があれば勘案してやっていく。コロナで臨時が

減ったが、今後は波動臨を運行していく。臨要員はプ

ラスで見込まなければいけない。コロナ実績前後で

見直してできるところはした。車両も減ってきたの

で、総合的に勘案した。 

・団臨・集約臨は全盛期より減っていく。勤務厳しいと

なれば他区所と担当変えたりしてやっている。 



 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その② 

 

2023/3/10 №83 

【申し入れ内容】 

3.青梅線 青梅～奥多摩間ワンマン運転において、不

測の事態が発生した際には運転士負担を軽減し、安

全に対応が出来るフォロー体制を確立すること。 

・運転士の負担増える認識があるのか？ 

・なんとかせねばという社員が大半だ。負担と感じる

人は多い。フォロー体制はどうなのか。 

・ワンマン運転をしている八高線の課題はあるのか。 

・事象に対して想定される事態を丁寧に共有してほし

い。ツーマンにすることも必要なのではないか？ 

 

 

 

 

 

 

4.改正において、速度種別の変更や停車時分の変更

などについて社員説明をすること。 

・周知は行うのか、前改正では停車時分の変更が乗務

員に周知されていなかった。 

・変更点のポイントを各区所乗務員へ伝えてないとだ

めだ。 

 

5.今後の乗務員の勤務発表時における相互運用、交

番順序表に対する考え方を示すこと。また、相互運用

の今後の在り方を示すこと。 

・無通告で勤務操配をしている現実があることに問

題意識をもっている。乗務員は交番順序で生活スタイ

ル組立てる。勤務を変えるときにどのようにフォロー

するのか。配慮出来ないような職場になっていない

か？配慮できる管理者育成が必要ではないか。 

・甲府統括セの交番順序表に日勤ははいるのか。 

【回答】 

状況に応じて、関係者間で連携して対応することとな

る。 

・一人の対応できないところあるのであれば駅や夜

間作業施設係員の対応して頂く。ケースバイケース。

気負いする社員もいる。 

・フォロー今後も継続してやっていく。 

・防護無線発報時、現場確認などある、ツーマンで現

場にいかなければならない事象もあった。ワンマンで

運転士が案内する回数増えるが、伝えること指導して

いかなければならない。 

・災害など予期せぬことは駅や設備が体制を取る。 

運休などお客さまに迷惑かけないことが重要。 

一概にツーマンでやる、やらないことはこの場では馴

染まないが、意見としては受け止める。 

 

必要により、ダイヤ改正の変更内容等は周知してい 

く 。 

・運転時分などは駅にはしないが、乗務員は枠外訓練

で説明していく。→確認 

・ご意見は承る。区で判断するが、必要性は承る。 

 

 

就業規則等に則り取り扱うこととなる。 

・乗務員勤務制度のルール変えてはいけない、管理者

の立場もあるが、フォローについての意見は承る。 

・甲府統括セの交番順序表に駅の日勤は入らない。駅

の作業ダイヤ入れる余裕ない。 



 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その③ 

 

2023/3/10 №84 

【申し入れ内容】 

6.乗務労働の特性に鑑み、乗務員がリネン交換を行

う際には、十分な睡眠時間を確保すること。 

・時間の確保お願いしたい。６時間ピッタリで睡眠が

確保されていない、乗務効率が上がった。睡眠時間の

観点からではない。 

・実感が持てるような働きがい、人間生活労働知被け

る運用を目指してほしい。 

 

 

 

7. 乗務員の安全・健康・働きがいのために、健康経

営に相応しい行路を目指し、食事時間等の確保をし

やすい環境にするため、（運転士）明けでの東京２往

復の担当がある行路の解消に向けて最大限の対応を

図ること。 

・努力して頂きたい。行路によっては年休行路と揶揄

されてしまう。社員の声と離れている行路だ。人間労

働がある。 

 

8. 現場の意見に踏まえ、出勤・退勤順の行路作成を

最大限行うとともに、乗務キロの平準化に向けて取

り組むこと。 

・改正は出勤・退勤順の行路作成を最大限行う平準化

がテーマだ。 

【回答】 

乗務員勤務制度の趣旨を踏まえ、多様な働き方と効

率性の実現を勘案しつつ、乗務割交番作成規程に基

づき行路作成している。 

・リネン作業など含めて行路作成している。以前は業

者が引いていた。作業としては増えているがルール

は規定に基づいて作成し今後も変わるものでない。 

・やみくもに行路増やせない。出来るだけ分散させて

睡眠とれるように設定している。社員のルーティンも

加味して、声を反映できる行路を作成していきたい。 

→確認 

乗務員勤務制度の趣旨を踏まえ、多様な働き方と効

率性の実現を勘案しつつ、乗務割交番作成規程に基

づき行路作成している。 

・支社案を現場が見て社員の声を反映している。組み

替えて頂いている現状がある。行路ごとのアンバラン

スへの声を反映することはやっていきたい。→確認 

・仕事を好き嫌いで選んでいることにびっくりしてい

る。把握していく。 

 

乗務員勤務制度の趣旨を踏まえ、多様な働き方と効

率性の実現を勘案しつつ、乗務割交番作成規程に基

づき行路作成している。 

・考えていかなければいけない認識である。 

→認識一致 



 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その④ 

 

2023/3/10 №85 

【申し入れ内容】 

9.サービスマネージャーの廃止に対する、支社の考え

方を明らかにすること。またサービスマネージャーを

担ってきた社員については、本人の希望を前広に把

握した担務等とすること。 

・解消する考えは？６月の認識だった。３月した理由

は？ 

・今後も継承お願いしたい。どうなるのという不安が

あるのでフォローをお願いしたい。サービスマネージ

ャーを担ってきた社員は今後キャリアプランを活か

せるようにしてほしい。 

 

 

 

10.ダイヤ改正から導入されるオフピーク定期の社員

説明を丁寧に行い、導入後の取り扱いを明確にする

こと。 

・周知はいつから行うのか、乗務員も伝えてほしい。 

 

 

 

11.豊田車両センター青梅派出所（委）を廃止すると

あるが、派出機能を廃止できる根拠を明らかにする

こと。 

12.臨時検査作業等の移管される作業を担う箇所並

びに対応方法について明らかにすること。また豊田

車両センター および JETS 拝島（委）でゆとりある

作業が実現できるよう体制を構築すること。 

・根拠は？環境の変化とは？ 

・今後指揮命令はどうなるのか。 

【回答】 

変革 2027 の実現に向け、「現業機関における柔軟

な働き方」や「新たな仕事と組織」等を推進していく中

で、サービスマネージャーの業務は、今後、全ての社

員がお客さまのニーズに合わせ柔軟に担っていく。な

お、社員の運用については、業務上の必要性に基づ

き、任用の基準に則り取り扱っているところである。 

・検討したが、ダイヤ改正時がスムーズだった。駅作業

ダイヤについても考えた。駅の案内、販売呼び出し、

異常時対応など役割があったが、全社員で対応でき

ることが確立できた。総体で対応して頂く。若手社員

に技術継承してほしい。 

・管理者とコミュニケーションをとって行っていく。キ

ャリアプランは把握していきたい。 

関係社員に必要な周知等は行っていく。 

・各営統セ勉強会で教育資料を基に教育している。周

知開始は各駅によってずれる、把握してポスター周知

を行っている。現場に負担かけることなく、ポスター

作製しＷＥＢ活用も含めてやっている。乗務員は難し

いが意見は検討を考えている。今後の変化は把握し

ていきたい。 

環境の変化に適応していくため、必要な施策は進め

ていく。 

業務運営に必要な要員は確保していく。なお、グルー

プ会社の体制につい 

てはグループ会社において検討していくこととなる。 

・一番はワンマン化。併合分割もなくなった。作業等

見直して関係でおこなった。朝晩の入換、蛍光灯の玉

切れ臨時対応はＬＥＤ化で頻度落ちる。入換は立川運

転区。座面の清掃、仕業検査は豊田車セ、清掃は駅も

やる。総体で行っていく。立川派出が車両の対応して

もらう。できなければ豊田車セから対応する。 



 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その⑤ 

 

2023/3/10 №86 

【申し入れ内容】 

13.エルダー制度の趣旨に鑑みて、青梅派出所廃止に

関係する派出所員の技術・技能が十分に発揮でき、働

き甲斐 と生活設計を十分に考慮した職種や勤務地

とすること。 

・エルダー内容は契約し直しとなるのか。会社変わる

可能性はあるのか。 

・プロパーが離職している現実。ＪＲを理解している先

輩を活用してほしい。面談は丁寧にやってほしい。 

 

14.「その他時間」を行路内の一部時間に指定する根

拠を示すこと。また 甲府運輸区Ｂ５０１、Ｃ２１の「駅・

企画業務」の内容ならびに在勤地などを具体的に示

すこと。 

・駅業務とは具体的に何か。 

・車内貫通は甲府駅か、現場は分かっていない。担当

は見習いやってないどうなっているのか？ 

・企画業務は？ 

・指揮命令系統の行路内その他時間の業務指示は乗

務員区が適正。指揮命令系統からしたら従来通りが

スムーズだ。ハッキリした方がいい。乱れはどこから

手配できるか？確保できるのか 

 

 

15.甲府統括センター発足以降、乗務予備勤務者は従

来通りの扱いとすること。 

・乗務予備勤務者は従来通りか？ 

【回答】 

社員の運用については、業務上の必要性に基づき、任

用の基準に則り取り扱っているところである。 

・契約の変更はしない。人事と対象者と面談してい

る。契約は記載ない。雇用契約の内容は変わる。面談

で本人の希望聞いて対応している。 

 

 

 

 

これまでの硬直的な仕事の垣根を超えた柔軟な働き

方を実現していくために、系統や事業分野を超えた

業務の融合や、兼務・連携をこれまで以上に進めてい

く考えである。なお、勤務については、就業規則等に

則り取り扱うこととなる。 

・駅業務は車内貫通。合間は何ができるか案内等考え

ている。実施いくような形で検討している。 

・社員説明イメージ、枠外訓練で導線をイメージして

いく。訓練も実施していく。 

・企画できたらいいが、調整している。 

・業務に間に合わなければ乗務員区から別の社員を

手配、だめだったら駅社員、いろんなパターンを検討

している。管理者でルール作りをしていく。 

 

就業規則等に則り取り扱うこととなる。 

・予備は臨機応変に対応する。あくまでも乗務予備で

ある。すぐ乗務体制としなければならない。 

→確認 



 

 

 

 

 

  

2 月 20 日 八地申７号 「2023 年ダイヤ改正等に関する

申し入れ」交渉開催！！  その⑥ 

 

2023/3/10 №87 

【申し入れ内容】 

16.武蔵野線・京葉線を担当する線区に、女性乗務員

も増えてきていることから東所沢電車区または予定

されている東所沢運輸区の女性寝室の増設を図るこ

と 。 

・予算建て年度ごとあるか？ 

・見込みが変化する。要員規模・業務・管理者加味して

作ってほしい。施策に合わせた設備にしてほしい。認

識を一致したい。 

 

17. 乗務員の意見を踏まえて武蔵野線等の駅ホーム

に乗務員トイレを設置すること。 

・ホームに無いと不便。西船橋など必要ではないか？

声が出ている。大宮・千葉・東京支社と連携を図って

頂きたい。社員の声を把握し、検討してほしい。 

・やろうとしている姿勢を示してほしい。揶揄される。 

・魅力ある東所沢電車区にしていく必要がある。アプ

ローチを努力してほしいことを一致させたい。 

【回答】 

女性乗務員の設備については、これまで順次整備し

てきたところであり、今後も検討していく考えであ

る。 

・計画に基づいて整備している。運輸区が出来た際に

は整えていく考えである。→認識一致 

・検討していく。 

 

 

 

現状で対応されたい。 

・区のみならず線区で意見もらいながら設置可能か

予算など条件が整ったら整備していきたい。 

・声は把握しているが、現状は設置が難しいので現状

で対応されたい。 

・了解した。努力していく。→認識一致 

安全・健康・ゆとり 

働きがいある 

職場を創り出そう！ 


